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会社概要 

会社の概要 

20１4年3月31日現在 

資本金     ７９、８６３百万円 

 
従業員数     連結         ２７，５７９名  
                          単体           ３，３９８名  
               

売上高       ９，９１３億円 （連結決算） 

営業利益               ６２５億円 （連結決算） 

創 業     １９０９年（明治42年） 
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味の素グループ・コーポレートブランドロゴ： 

   私たちは地球的な視野にたち、 

“食”と“健康”そして、 

“いのち”のために働き、 

明日のよりよい生活に貢献します。 
 

 

 

食品事業とアミノ酸事業の
無限の可能性と、味の素グ
ループのグローバルな広が
りを  に「無限大」をこ

めることで表現 
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味の素(株) 知的財産の原点 
池田菊苗博士の特許から始まった 

特許証（特許第14805 号）〈1908年〉 

「グルタミン酸塩を主成分とせる調味料
製造法」 

昆布から取り出した 

グルタミン酸塩〈1908年〉 

池田菊苗博士 
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味の素(株）知的財産の原点 
商品のブランドは「味の素」 

商標登録証 登録第34220号〈1908年〉 現在のうま味調味料
「味の素®」 
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冷凍食品 

France USA 

Hong Kong 
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主要商標出願・登録国 
 

   商標         出願・登録国    使用商品／使用態様   

                           

     １４６      ｺｰﾎﾟﾚｰﾄﾌﾞﾗﾝﾄﾞとして   

         
１３２ 

     
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ食品ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼﾝﾎﾞﾙとして 

  

        １３５      うま味ｽﾛｰｶﾞﾝとﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｰﾂの組合せ   

          １７１        うま味調味料   
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特許・商標保有件数推移 

商標 特許 
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    味の素グループの研究開発拠点 
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                                                                       ２０１３年１０月７日 

 
 味の素社ならびに味の素ユーロリジン社によるリジン特許侵害訴訟 

   ドイツ、オランダで勝訴が確定 
 
 味の素株式会社（社長：伊藤雅俊 本社:東京都中央区、以下「味の素
社」）およびその欧州法人である味の素ユーロリジン社（社長：ジャン 
ファルグー 本社：フランス パリ市、以下「ＡＥＬ社」）が 
グローバル・バイオケム・テクノロジーグループとその傘下企業（以下
「ＧＢＴ社」）および欧州販売代理店ヘルム社に対して 
２００６年に提起した飼料用リジンに関する特許侵害訴訟において、オ
ランダ最高裁判所判決で味の素社側の勝訴が確定しました。 
またドイツでも、ＧＢＴ社が最高裁判所に上告の請願を提出しなかった
ため、ＧＢＴ社側の特許侵害が確定しました。 
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（中略） 

 

味の素グループは世界のアミノ酸のリーディング・カンパニーとして 

より高度なアミノ酸製造技術の開発のため、また飼料業界、動物栄養関
連産業への貢献を目指して研究開発に集中的な投資を行っています。 

知的財産権の侵害はこのような研究開発の努力を阻害するものと考えて
おり、引き続きその権利を守るため正当な法的保護を求めていく考えで
す。 



15 15 

１）味の素グループ全体の知的財産創造・
活用風土をさらに醸成し、質・量を伴う知
的財産成果を創出する 

 

２）知的財産活用ポリシーを運用し、知的
財産の戦略的活用をグローバルに推進する 

 

３）適切な調査と第三者権利対応により、
知的財産リスクを極小化する 
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知的財産に関する基本方針 
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